
福島と山形 ､

パ ラパ ラにな っ た ｢ かぞくのかたち｣

現状と想いを､ 短い青葉を添えて伝える写真展です｡
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一 緒に過ごしたか っ た｡

そう言 っ て泣 いてくれるあなたは､

最高のお父さん
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のぴすく仙台/ の ぴすく宮城野/ の ぴすく泉中央/

仙台市中央市民セ ンタ
ー / エ ル ･ パ ー ク仙台

主催 ままふあ会



か ぞく の か た ち
震災をき っ かけ に家族 が灘 れ静れに な っ た女性が カ メ ラ に収 め た我が 子 の 成長記 録｡

幼子 の 愛く る し い カ ッ ト と 女性 の つ ぶ や きの よ う な敵 失韓が ､
こ の 家族 の ドラ マ を語 りま す ｡

原蚤事故 に よ る 見えな い 不安 ヒ様 々 な考え方がう ずまく中 ､ 伝 えら れ る こ と が 少なく な っ た

福島事情 の 1 コ マ が ､ 想 い を寄せ る き っ かけ に なる こ と を願 っ て ｡ 女性 の し な やか さが 魅カ で す ｡

か ぞ く の か たち ～ 福島を離 れ て ､ み つ め たも の ～

子育て中 の パ パ ､
マ マ に 見て もら い たく ､

の ぴす く仙 台 ､
の びすく 宮城野 の 2 館 に て の 開催で す ｡

子 ビも を遊ばせ なが ら山 形に 避難し た母子の 日 常を ご ら んく だ さ い ｡
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偶 台市子育てふ れあ い プ ラザ

の ぴすく仙 台 2/ 2 1 -

2 / 2 8 ､ 4/ 2
-

4 / 1 4
仙 台市有尊広中央 2 T E1 1 0 - 2 /l

仙台市ガス 局シ ョ ー

ル
ー

ム 3 階

開館時開 : 9 : 3 0 一
- 1 7 : 0 0

休館日 : 3 ノ
′
2 5

､
4 / 8 ､ 1 5

仙 台市子育てふ れ あ い プ ラザ
の ぴすく 宮城野 3/ 2

-

3/ 7
仙 台卑官城野区 五輪 2 丁目 1 2- 7 0

仙台市原町児童館内

( 宮城野区文化 セ ン タ ー 等級各施設 1 階)

開館時間 : 9 :0 0 一

- 1 8 :0 0 ( 土 曜日 は 1 7 :0 0 王 で)
休館日 : 3 / 3

誤写符ぞ苗場
い

訪苫
仙台市乳区泉中央 1 丁 目 8 - 6

仙台市泉図書館 4 僧
･

* 映 晶 ｢ 津波 の あ と の 時間割｣

今･

の 私

上 映会会場に て 展示

■ の びすく仙 台

■ の ぴすく 泉中央

く だ さ い ､ 福島 へ の 想 い ～

■ の び すく 宮城野

神野作品 にか え ､
｢ 福島に 残る｣ 選択 を した子育て 中 4 人 の 作品 を展示 い た し ま す ｡

3 .1 1 を あえ て意観せ ず に創作 した夜叉後の 作品 です ｡ 別 の 角度 か ら 見た福島も ご ら ん く だ さ い ｡
仙台市中央市民セ ン タ

ー

3/ 1 3 - 3 / 2 4

仙 台守宮楓野区柚 岡 4 丁 目 1- 8

開館時間 : 9 :0 0- ､ 2 1 :0 0

休館 日 : 3 / 1 8 ､ 2 5

エ ル ･ パ ー

ク 仙 台 3/ 2 7 - 3/ 3 1

仙 台市甘薯区
一

各町 4 丁 目 1 1 - 1

1 4 1 ビ ル (仙 台三 穐定禅寺通り館) 5 階

開館時開 二 9 :0 0 へ 一 2 1 :3 0

休館 日 : 開催期間 ほあり ませ ん ｡
* 3 / 3 1 は 1 7:0 0 ま で

神野 彩佳
` じ

威
か'

ままふあ会 は､

■仙台市中央市 民セ ン タ
ー

■ エ ル ･ ′ ヾ -

クイ山台

1 9 8 4 年生 まれ ､ 主婦 ｡ 福 島県福島市 で生 まれ育ち ､ 同市出身 の 克 と 結婚 し ､

同市 に自宅 を購 入 ｡ 2 0 1 0 年 1 2 月 に 長男 ･ 晴古く ん を出産 ｡

2 0 1 1 年 3 月 1 1 EI の 東日 本大震災で起 こ っ た東京督力福島第
一

原子力蚤電所 の

事故 に よ る放射性物管か ら逃れ る た め に 3 ヵ 月 の 息子 と と も に東京 ･ 愛知 へ 避難 ｡

同年 4 月末 ､ 義母 と 息子 と共 に 山 形県 山形市で 避難指 示 区域外 か ら の

自主避難生 活 を始 め る ｡ 夫は 仕事の た め福島に 残り ､ 自宅 は賃貸に ｡
住 宅 ロ

ー

ン を残 したま ま福島 ヒ 山形 で の 二 重生 活 を送 っ て い る ｡

現在 ､
山 形市で N P O り と る福島避難者丈後ネ ッ ト ワ ー ク を立 ち上 げ ､

理 事ヒ して 活躍中｡

のびすく仙台ボランティアが ､ 東 日本大黒災の 復興のために自分連
回

でもできる辛を見 つ けて活動するためにできた会です｡
W E B 検索は ⇒ ｢ままふあ会｣

ブログもあります! h ttp ://b1 0 g S .y ah o o .c o .jp/ m a m af u a s e nd ai

お聞合わせは ⇒ m a m af u a s e nd at◎y a h o o .G O .jp まで




